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豪州準備銀行は住宅市場の動向を注視する姿勢示す

 豪州準備銀行（RBA）は4月6日の理事会で、政策金利と豪3年国債利回りの誘導目標を0.1％で据え置く決定を下す。

 RBAは長期にわたって低金利政策を維持する方針を示す。RBAは豪州国債購入による量的緩和策も継続へ。

 足元の豪州景気は予想以上に底堅い回復が進行中。もっとも、RBAは先行きの物価見通しには慎重な見方を維持。

 豪主要都市ではコロナ前の高値水準を上回る住宅価格の上昇が進行。RBAは住宅市場の動向を注視する姿勢示す。

RBAは低金利政策を長期にわたり維持する方針

豪州準備銀行（RBA）は4月6日の定例理事会で、大方

の市場予想通り、政策金利と豪3年国債利回りの誘導目

標を0.1％で据え置く決定を下しました（図1）。

RBAの声明文では、先行きの金融政策に関して「インフ

レ率が持続的にインフレ目標内（2～3％）で推移するまで

は政策金利の引き上げは行わない」、「2024年までに利

上げの条件（賃金上昇や労働市場の引き締まり）が満たさ

れるとは予想していない」と述べられ、引き続き低金利政

策を長期にわたって維持する方針が示されました。

RBAによる現行の1,000億豪ドル規模の国債購入プログ

ラムはほぼ完了しており、第二弾の1,000億豪ドル規模の

プログラムが来週より開始される見込みです。その後も、

RBAは必要に応じて追加の国債購入を実施する用意があ

るとの方針を示しています。

RBAは住宅市場の動向を注視する姿勢を示す

一方、今回の声明文では、豪州の主要都市における住

宅価格の上昇について言及がなされました。シドニーやメ

ルボルンなど主要都市の住宅価格は足元でコロナ前の高

値水準を超えた上昇が顕著となっており、RBAは住宅市

場の動向を注視する姿勢を示しました（図2）。

図1：豪州準備銀行（RBA）の政策金利と国債利回り

（出所）RBA、ブルームバーグ
（期間）2020年1月1日～2021年4月6日

図2：豪州の主要都市の住宅価格の推移

（出所）コアロジック、ブルームバーグ
（期間）2020年1月2日～2021年4月6日
（注）主要5都市はシドニー、メルボルン、ブリスベン、アデレード、パース。

豪州景気は予想以上に底堅い回復が進行中

足元の豪州景気に関しては、RBAは「予想以上に底堅

い景気回復が進行中である」との判断を示しています。

豪州の2021年2月の失業率は5.8％へ低下し、市場予

想（6.3％）を上回る雇用環境の改善が示されました。もっ

とも、賃金上昇を伴った基調的インフレ圧力が高まるには、

失業率の一段の低下が必要とみられており、RBAは先行

きのインフレ見通しにはなお慎重な見方を維持しています。
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